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器械運動におけるマット運動の「前方倒立回転とび」の

　　　　　　　　　　つまずきに関する事例研究

．中　村 剛・加藤澤 男・渡　辺　良　夫

A　Case　Stud－y　on　t1he　Forward　Ha皿d－spring　of　Beginning　Gymnasts

NAKAMURA　Tsuyoshi，KATO　Sawao　and　WATANABE　Yoshio

　　The　purpose　of　this　Case　Study　is　to　contribute　to　the　deve1opment　of　the　method　of

the　movement　correction　by　examining　technica1errors　in　the　forward　handspring．More

specifica11y，we　focus　on　a　type　of　error，that　is，the　knee　of　the　thrusting1eg　is　not　much

bent．

　　First　of　a11，we　identified　the　technica11y　correct　movement　structure　of　the　forward

handspring．On　the　base　of　the　structure　we　identified，we　examind　one　case　of　correc－

tion　on　this　technica1error．The　procedure　is　as　f11ows：

（1）We　compared　the　technica11y　correct　movement　structure　with　the　technica11y　incor－

　　rect　one．As　a　resu1t，the　difference　between　them　cou1d　be　made　c1ear．

（2）Second1y　we　examined　the　process　of　the　error　corrections　that　we　had　made．As　a

　　resu1t，the　effective　method　of　the　movement　correction　and　a1so　its　empirica1grounds

　　cou1d　be　made　clear．

　　The　information　that　we　presented　in　this　artic1e　must　be　he1pfu1to　p1an　for　the

method　of　this　type　of　error　correction

Key　woras：Forward　handspring，Move㎜ent　correction，Movement　structure．

I．序　論
　器械運動におけるマット運動の「前方倒立回転

とび（以下，「前転とび」とする）」は，遂行時の

スピード感や上下感覚の動転感，空中への浮遊

感，あるいは〈手ジャンプ〉という非日常的驚異

性12Wm）といった特徴をもつ。このため「前転と

び」は児童・生徒の興味をそそる技であり，体育

の授業ではごく一般的に取り上げられる。

　本研究の目的は，この「前転とび」のつまずき

に関する指導事例をモルフォロギー的立場且9珊’む叩

工2’）から検討することによって，つまずきの早期発

見と修正指導の実践に寄与することである。

　「前転とび」の授業では，さまざまなつまずき

の例を見ることができる。代表的なつまずきの例

としては以下のような欠点が知られている。

　ホップで前傾をつくることができないわ洲。

・突き手に有効な着手体勢をとることができない
　1冨一P．舳、27叩、40〕

・踏切り脚を正しく使うことができない7■S19軌91旧・肌

　1ユ■PP・126〕。

　空中局面において回転加速に有効な姿勢をとる

　ことができない9■P岬）。

　本研究ではこうしたつまずきの例の中から，

＜踏切り脚を正しく使うことができない〉という

事例を取り上げる。このつまずきは，すでに金子

が指摘しているように「前転とび」の有効な回転

加速を困難にし，また中核技術である突き手を有

効に行うことを妨げるH■回」26）。そのためこのつま

ずきは，この技の出来栄えを拙くするだけでな

く，その変形技や他の技との組み合わせを習得す

る上で大きな障害となり，この技の教材としての

発展可能一性を閉ざすものと考えられる。
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皿．「前転とび一の技術の確認

1．「前転とび」の基本技術

　「前転とび」のつまずきの指導事例を考察する

前に，この技の基本技術について見ておきたい。

　「前転とび」の大まかな経過は図1の通りであ

る。助走から「前転とび」につなげるには「ホッ

プ技術」9■洲が用いられる（図1－1～4）。この

「ホップ技術」によって，助走の前進力を利用し

て「着手技術」榊4）に有効な準備体勢をつくる9■叩・

酬。

　「着手技術（図1－4～7）」は「上体の振り下

ろし局面（図1－4～5）」と「足の振上げ局面（図

1－5～6）」，「突き手の局面（図1－6～7）」に

分けられる9ψ4）。「上体の振り下ろし局面」で

は，着手のために上体を振り下ろして，踏切り脚

（図ユー5一前脚）を次の〈けり出し〉に備えて曲げ

る（図1－4～5）。「足の振上げ局面」では，振上

げ脚（図1－5一後ろ脚）の＜振り上げ〉と踏切り脚

による〈けり出し〉によって左右軸回転を加速す

る（図ユー5～6）。「突き手の局面」では，振上げ

脚の＜振り上げ〉と踏切り脚の＜けり出し〉に

よって加速された左右軸回転に〈手ジャンプ〉を

加えることによって，空中での浮きと回転を生み

出す（図1－6～7）。

　空中局面（図1－7～8）では，からだを積極的

に反ることによって，回転を加速する榊B〕。

2．振上げ脚と踏切り脚の動作の時間的関係につ

　　いて

　ここでは「着手技術」における振上げ脚と踏切

り脚の動作の時間的関係について図2を参考にし

ながら見ていく。

9

4　7
8

5

ホップ技術

逼
着手技術

蜥11！＋脱1＋辮→
図1　「前転とび」の全体経過図
　　　（文献11の121頁より作成）

回転加速技術

2
3

4

り

トー一一一一r曲げ一一一一十曲げの保持一うトトー一一けり出し一一一一→

　　　　　　　図2　振り上げ脚と踏切り脚の動作について
　　　　　　　　　　（文献9の205頁の図9，207頁の図11，2ユ9頁の図25より作成）
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図3　振上げ脚と踏切り脚の動作の時問的関係

　「着手技術」では，上体を振り下ろしながら踏

切り脚を曲げ（図2－1～2），振上げ脚を振り上

げてから（図2－2～3），踏切り脚でけり出す（図

2－3～4）。つまり，「振上げ脚の＜振り上げ〉」

と「踏切り脚による〈けり出し〉」の間には，わず

かではあるが時問的ズレが存在する9洲。このよ

うな「振上げ脚の＜振り上げ〉→踏切り脚による

＜けり出し〉」という動きの順序性は，「振上げ脚

の＜振り上げ〉」を開始するまでの間，踏切り脚

の膝を曲げたままに保つことによって可能となる

（図2－2～3）。すなわち踏切り脚には，「〈曲げ

（図2－1～2）〉→＜曲げの保持（図2－2～3）〉

→＜けり出し（図2－3～4）〉」という動きの順序

性を見ることができる。そして，この踏切り脚に

おける＜曲げの保持〉こそが，次に続く力強い

＜けり出し〉のための予備緊張を生み出す部分で

あり，＜けり出し〉のために力をためる，いわゆ

る「ため」注1）の役割を果たすのである。

　このように踏切り脚の「〈曲げ〉→＜曲げの保

持〉→＜けり出し〉」という動きの順序性が，「振

上げ脚の＜振り上げ〉→踏切り脚による〈けり出

し〉」という順序性を確保し，左右軸回転を加速

する上で重要な役割を果たすのである。このよう

な振上げ脚と踏切り脚の動作の時間的関係を図示

すると図3のようになる。

皿、事例呈示

1．被験者のプロフィールと「前転とぴ」の練習

　　歴

　被験者Aは小学校3年生である。小学校1年生
のす月から，週に2日行われる体操教室に通って

いる。体操競技歴は約3年になる。最初の1年半

は筆者らとは別の指導者の下で練習していた。そ

の後は，筆者らの一人が被験者Aの指導を受け継

いでいる。被験者Aの「前転とび」の練習歴に関

しては，以下のことが分かっている。

　「前転とび」の練習は体操教室に通い始めた頃

　から行っている。

・「前転とび」の練習は練習伸問や指導者による

　「前転とび」の示範の見よう見真似で始めた。

・学習のはじめから助走を用いた全習法6”湖I昨P側

　で練習している。

　被験者Aに，はじめて「前転とび」を指導した

前の指導者は，とび箱の上からの落差を利用した

「前転とび」’’仰工22），スポンジマットを利用した

「前転とび」5T1珊），あるいは踏切り板を用いた

「前転とび」5■測といった課題を彼に対して数回

与えて練習させたことがある。しかし，練習の中

心はあくまで助走から行う全習法であった。

　被験者Aには，マット運動のアクロバット系の

技，例えば「ロンダートからの後方倒立回転と

び」や「前方宙返り」を非常に速いスピードの助

走から行う傾向が見られた。「前転とび」も例外

ではなく，1回の「前転とび」を実施するのに約

15メートルのマットの大半（10メートル以上）を助

図4　指導前における被験者Aの「助走を用いた前転とび」の運動経過図
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　　　　　　図5　被験者Aの「前転とび」における振上げ脚と踏切り脚の動作の時問的関係
　　　　　　　　　（塗りつぶされている部分は着手技術とは異なる部分）

走に費やすことも少なくなかった。　　　　　　　　う手順を踏み，正しい技術への修正指導を行っ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　た。その手順は図6の通りである。また指導期間

2．被験者の運動経過の特徴　　　　　　　　　　　中は，被験者と指導者（筆者ら）の間で，踏切り脚

　修正指導前における被験者Aの「前転とび」の　　　の「〈曲げ〉→＜曲げの保持〉→〈けり出し〉」

運動経過は図4に示す通りである。　　　　　　　　　という動きの順序性が，練習活動において意識す

　先に確認したように，「前転とび」の「着手技　　　る＜動きめポイント〉として確認された。

術」では「振上げ脚の＜振り上げ〉→踏切り脚に

よる＜けり出し〉」といった順序で動作が起こ

る。そして，こうした動作の順序性を可能にして

いるのが，踏切り脚の「＜曲げ〉→〈曲げの保

持〉→＜けり出し〉」という動きの順序性であっ

た。しかし被験者Aの実施では，「振上げ脚の

＜振り上げ〉」の前に踏切り脚が完全に伸びきり

（図4－4～5），「振上げ脚の〈振り上げ〉」の途中

で踏切り脚がマットから離れてしまう（図4－5～

6）。つまり，被験者Aの「前転とび」には踏切

り脚の「＜曲げ〉→＜曲げの保持〉→＜けり出

し〉」という動きは見られず，「振上げ脚の＜振り

上げ〉→踏切り脚による＜けり出し〉」という経

過も見られない。被験者Aの「前転とび」では，

このような＜踏切り脚の欠点〉のために，回転不

足と浮き不足が顕著であった（図4－8～9）。被

験者Aの「前転とび」における振上げ脚と踏切り

脚の動作の時問的関係を図示すると図5のように

なる。

　以上の考察から，この事例で修正すべき点は

「前転とび」における振上げ脚と踏切り脚の動作

の時問的関係であると言える。

3．修正方法

　修正指導では被験者Aの＜踏切り脚の欠点〉を

解消し，「助走を用いた前転とび」（目標技）に

「振上げ脚の＜振り上げ〉→踏切り脚による＜け

り出し〉」という動き（踏切り技術）を発現させる

ことを目指した。正しい＜踏切り技術〉を被験者

Aに投企させることを目指した修正指導の「感覚

運動的アナロゴン」13↑I46・1｝として，「片足振り

上げ倒立」を用いた。「片足振り上げ倒立」を基

にして，その遂行条件を少しずつ変化させるとい

4．「片足振り上げ倒立」の運動構造と修正課題

　　の配列の根拠

　ここでは，被験者Aの「前転とび」を修正する

上で，「片足振り上げ倒立」を「感覚運動的アナ

ロゴン」として用いた理由と，図6に示した修正

課題の配列の根拠について述べる。

　「片足振り上げ倒立」は，図7のような「前転

とび」における「着手技術」局面と類似した経過

を示す。またこの運動には「上体の振り下ろ

し」，「振上げ脚の振り上げ」，「踏切り脚によるけ

り出し」といった動作が含まれ，この運動のス

ムーズな実施においてはこれらの動作の順序性も

「前転とび」の「着手技術」局面とほとんど同じ

になる（図7）。修正指導においては，こうした機

能的共通性を利用することが構想された。つま

り，この「片足振り上げ倒立」において被験者に

踏切り脚の動きの順序性を意識させ，「振上げ脚

の＜振り上げ〉→踏切り脚による＜けり出し〉」

という「前転とび」の＜踏切り技術〉と共通した

動きを体験させることによって，正しい＜踏切り

技術〉の運動投企’ポ叫263〕の獲得に役立てようとし

たのである。

　次に，課題配列の根拠を示そう。

課題①「勢いのある片足振り上げ倒立」（帯助付

　　　き）：

　「片足振り上げ倒立」を勢いよく実施すること

によって，「振上げ脚の〈振り上げ〉」と「踏切り

脚による〈けり出し〉」のアクセントが強調さ

れ，また「振上げ脚の＜振り上げ〉→踏切り脚に

よる＜けり出し〉」という動きの順序性がより明

確になる。これによって「前転とび」の「着手技

術」局面に，より類似した運動となる。
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感覚運動的

アナロゴン

「片足振り上げ倒立」

↓

遂
行
条
件
の

変
化

課題① 一［数搬屯歪庁星褒ユよば禦真L工蟄塑付きし

「片足振り上げ倒立」を勢いよく実施すれば、「前転とび」

の着手技術と類似した運動となる

課題② ．．工．ζび撞よ変呈．2煎亥倒文回劇．．．．、．．嫌敦位きΣ．．．．、

課題①から落差を利用して前方に回転して足で着堆すれば

「前方倒立回転」になる

課題③ 一［．ζび額よ於負．2煎転ζび⊥．…．

課題②に突き手を用いれば落差を利用した「前転とび」に

なる

課題④ ．．．二交ツ．プ圭傲次圭び穫よ埜．曼9煎1転ζ辿．．．．．．

課題③にホップを付け加えたものである

課題⑤ 、臓走宣駄吹ζび覆よな．室9煎握主則、．．．．

課題④に助走を付け加えたものである

課題⑥ …工敦赦・．曼る荻と2ヱλhよに肴チ』た煎霞生び∴

課題⑤を落差の代わりに、スポンジマットの弾力性を利用

して実施すれば、目標技により類似した運動となる

↓

目標技 「助走を用いた前転とび」

図6　修正の手順

1

2 3 4

〈

5

←一上体の振り下ろし→ぐ振蝸の振り上げ今ト踏切り脚にょるけり出し→

　　　　　　　　　図7　「片足振り上げ倒立」の全体経過図
　　　　　　　　　　　　（文献9の259頁より作成）
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課題②「とび箱上からの前方倒立回転」（帯助付

　　　き）：

　課題①から落差を利用して前方に一回転するこ

とによって「前方倒立回転」になる。着手点と着

地点に高低差があるために，回転の後半が空中回

転となる。これによって「前転とび」に，より類

似した運動となる。

課題③「とび箱上からの前転とび」

　課題②で積極的に＜手ジャ・ンプ〉を用いること

によって，落差を利用した「前転とび」となる。

　空中回転に落差を利用できるために，回転や

＜手ジャンプ〉のための動作の負担が軽減され

る。これによって，被験者は＜踏切り技術〉に焦

点を絞った練習をすることができる。

課題④「ホップを用いたとび箱上からの前転と

　　　び」

　課題③をホップを用いて実施するものであり，

落差を利用した「ホップからの前転とび」とな

る。課題③と同じ理由で，空中回転に落差を利用

できるようにした。

課題⑤「助走を用いたとび箱上からの前転とび」：

　課題④を助走を用いて実施するものであり，落

差を利用した「助走からの前転とび」となる。課

題③と同じ理由で，空申回転に落差を利用できる

ようにした。

課題⑥「助走からスポンジマット上に着手した前

　　　転とび」

　課題⑤を落差のかわりに，スポンジマットの弾

力性を利用して実施することによって，目標技に

きわめて類似した運動となる。

5．修正過程とその結果

　ここでは修正過程とその結果について見てい
く。

　平成10年の8月19日，9月10日，17日，24日の

4回にわたって，1日約1時問の指導を行った。

修正指導における各課題に対する時間配分は表ユ

に示す通りである。

初日（8月19日）は，まず最初に「片足振り上げ倒

立」と課題①，②を用いた練習を約10分間行わせ

た。「片足振り上げ倒立」は，「前転とび」とは別

に被験者Aが体操競技を始めた頃から練習してき

たものであり，特に問題は見られなかった。ま

た，課題①，②の練習では，筆者らが意図した

「振上げ脚の＜振り上げ〉→踏切り脚によるくけ

り出し〉」という経過がすぐに確認できた。次に

課題③を用いた練習を約30分問行わせた。課題③

の練習においても，筆者らが意図した「振上げ脚

の＜振り上げ〉→踏切り脚による＜けり出し〉」

という経過がすぐに現れたが，この動き方を定着

させるために課題③を反復練習させた。初日の練

習の締めくくりとして課題④の練習を約20分間行

わせた。課題④の練習では〈踏切り脚の欠点〉が

時おり出現した。そうした場合には，そのつど

「片足振り上げ倒立」や課題①一③をやらせて目

標とする動き方を確認させた。

　初日の「片足振り上げ倒立」と課題①～③の練

習に関してほとんど問題が見られなかったことか

ら，2～4日目（9月10日，17日，24日）は，はじ

めに「片足振り上げ倒立」と課題①，②の復習を

約10分間，課題③の復習を約ユQ分間行わせた。こ

れら「片足振り上げ倒立」と課題①～③の復習に

続いて，課題④の練習を約10分間行わせた。初日

の課題④の練習中に現れた＜踏切り脚の欠点〉

表1修正指導における各課題に対する時間配分

運動材の名称 初日 2日目以降
感覚運動的アナロゴン 「片足振り上げ倒立」

課題① 「勢いのある片足振り上げ倒立」（帯助付き）
約ユO分 約ユ0分

課題② 「とび箱上からの前方倒立回転」（帯助付き）

課題③ 「とび箱上からの前転とび」 約30分 約10分

課題④ 「ホップを用いたとび箱上からの前転とび」 約20分 約10分

課題⑤ 「助走を用いたとび箱上からの前転とび」 約20分

課題⑥ 「助走からスポンジマット上に着手した前転とび」 約10分
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は，2日目の練習で数回出現しただけであった。

それ故，2日目以降の練習で課題⑤へと練習段階

をすすめ，この課題の練習を約20分間行わせた。

しかし課題⑤においては，〈踏切り脚の欠点〉が

たびたび出現した。それは，被験者Aが彼の癖の

ために助走のスピードを上げすぎた場合であっ

た。それ故，課題⑤の練習では，できるだけゆっ

くりとした助走から行うように被験者Aに注意を

促した。2～4日目の練習の締めくくりとして，

課題⑥の練習を約10分問行わせた。課題⑥に関し

ても，助走のスピードを上げすぎた場合に＜踏切

り脚の欠点〉が出現することがあった。それ故，

課題⑥の練習でも，できるだけゆっくりとした助

走から行うように注意を促した。

図8　課題①「勢いのある片足振り上げ倒立」の実施

図9　課題②「とび箱上からの前方倒立回転」の実施

図10課題③「とび箱上からの前転とび」の実施

図11課題④「ホップを用いたとび箱上からの前転とび」の実施
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び」〉というように「片足振り上げ倒立」の遂行

条件を少しずつ変化させることによって目標技に

接近していくという手順を踏んだ。こうした手順

に沿って＜振上げ脚の「振り上げ」→踏切り脚に

よる「けり出し」〉という動きを一貫して練習さ

せることによって，「片足振り上げ倒立」と目標

技の間のギャップを埋め，＜踏切り技術〉の類似

体験を〈踏切り技術〉の投企の形成に結びつけよ

うとした。

　先述の通り，こうした手順に基づいた練習過程

では多少の足踏みは見られたものの，上記のすべ

ての運動課題に「振上げ脚の〈振り上げ〉→踏切

り脚による〈けり出し〉」という動きが現れたの

であった。こうしたことから，このような指導手

順が「片足振り上げ倒立」と目標技のギャップを

埋める上で有効に機能したと考えられる。

　以上のように，「感覚運動的アナロゴン」によ

る〈踏切り技術のアナロゴン〉の獲得と上記の指

導手順による＜踏切り技術のアナロゴン〉の＜踏

切り技術〉への重ね合わせの成立が，修正指導を

成功に導いた最大の理由だと考えられるのであ

る。

　次にここでは，被験者が「前転とび」の〈踏切

り脚の欠点〉を身につけた原因についても少し触

れておきたい。

　「助走を用いた前転とび」は，大まかに見て

「助走」と「前転とび」の複合的行為である。

「助走」は，あくまでも「前転とび」の支援行為

であり，「前転とび」の運動内容に対して最適な

ものである必要がある。したがって，そこでの

＜助走スピード〉は「前転とび」をよりよく実施

できる範囲で高められるべきである。

　しかし前述したように，事例における被験者は

非常に速い助走から「前転とび」を実施する癖を

もっていた。しかも彼は「前転とび」の練習初期

から複合的行為としての「助走を用いた前転と

び」を中心に指導されてきたのであった。すなわ

ち，彼はまだ「前転とび」の技術に未熟なうちか

ら，スピードの速い助走を伴った「前転とび」を

繰り返し練習してきたことになる。技術トレーニ

ングの現場では，正しい技術を効率よく身につけ．

る上で，支援行為（助走など）を取り除いて単純化

した運動，すなわち技の主要部分だけを練習させた

り，あるいは正しい動き方を意図的にゆっくりと行

わせることの有効性が確認されているトu6頁以下〕。逆

に，この被験者の「前転とび」の練習は全習法中

心であったし，しかも非常に速く動くことを要求

するものであり，〈踏切り技術〉の習得にとって

非常に不利なものであった可能性が高いと考えら

れる。このように被験者に関しては，この技の練

習において全習法が中心であったことと，彼がア

クロバット系の技をスピードの速い助走から行う

癖をもっていたことが「前転とび」における〈踏

切り脚の欠点〉を誘発した大きな要因だと推察さ

れるのである。

V．結　語
　運動学習につまずいている児童・生徒に出会っ

た体育教師は，彼らの抱えている問題を検討し，

その原因がどこにあるのかを明らかにして，それ

を取り除いてやらなければならない。体育の授業

においてすべての児童・生徒の運動学習を効果的

に進めるには，大勢の生徒を効率よく上達させる

指導方法論と並んで，学習につまずいている児

童・生徒の抱えている現実的な運動問題の解決が

不可欠となる。こうした児童・生徒の具体的なつ

まずきの修正を確実なものにする上で，実際の

個々の指導事例をモルフォロギー的立場から検討

するという現場に根ざした研究は非常に意義深

い。すなわちこうした研究は，＜つまずいている

児童・生徒の運動にはどのような特徴が見られる

のか〉，＜つまずきの原因は何なのか〉，あるいは

＜つまずきを修正する上でどのような指導措置が

有効か〉といった今後の修正指導に役立つ知識の

収集・整理の礎石となる。それはちょうど，医者

が疾病や病的状態の確実な診断および治療に備え

て，診断学的知識や治療手段に関する知識を集積

するために行ってきた症例研究と同じ意味合いを

持つ。こうした理由から，学習場面で見られるつ

まずきに関する指導事例の研究は，たとえ一事例

に対する考察であったとしても，運動の学習指導

を中核的な教育活動とする体育科教育にとって非

常に意義深いものだと言えるのである。

　本研究で行われたような事例研究の積み重ねに

よって，体育の授業においてつまずいている児

童・生徒の運動修正をより確実なものにできれ

ば，体育の授業をより多くの児童・生徒にとって

実り豊かなものにすることができるであろう。
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注

注1）「ため」について

　　　「ため（溜め）」という言葉には，「からだの特

　　定の部位に，その時が来るまで秘められる，ばね

　　　の力や回転力・瞬発力の累積した状態」1榊功，

　　　あるいは「力を『ためる（一気にふき出させるた

　　めに，力をおさえて蓄える）』こと」15■州とい

　　　う意味がある。
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